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た
教
育
を
推
進
し
、
広
い
視
野
に
立
っ
て

考
え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
子
供
、
思
い

や
り
を
持
ち
人
間
性
豊
か
な
子
供
、
心
身

と
も
に
健
康
で
明
る
く
た
く
ま
し
い
子
供

の
育
成
を
期
し
、
知
育
、
徳
育
、
体
育
の

あ
る
人
間
形
成
に
努
め
ま
す
。

■
学
校
統
合

随
時
必
要
な
情
報
を

提
供
し
つ
つ
、
学
校
の
適
正
配
置
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

■
高
等
学
校
教
育
の
振
興

今
後

と
も
、
鐚
巻
高
校
教
育
振
興
協
議
会
に
対

し
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習

小
学
校
区
に
お
い
て
、

地
域
住
民
の
参
加
・
協
力
を
得
て
、
放
課

後
や
週
末
な
ど
に
余
裕
教
室
を
活
用
し
、

安
心
・
安
全
な
居
場
所
を
設
け
る
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
進
め
ま
す
。

■
公
民
館
事
業

各
種
講
座
や
教
室

を
開
催
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
公
民
館
活

■
観
光
産
業

新
た
な
魅
力
あ
る
体

験
滞
在
型
観
光
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
を
巡
る
滞
在
型
ツ
ア
ー
の
実
施

な
ど
、
一
層
の
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り

ま
す
。

■
学
校
教
育

今
後
も
、
授
業
方
法

の
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し

健
全
化
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
技
術
・

経
営
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

■
畜
産
振
興

農
家
経
営
へ
の
影
響

緩
和
策
と
し
て
「
デ
ン
ト
コ
ー
ン
種
子
助

成
事
業
」
及
び
町
畜
産
開
発
公
社
へ
の
預

託
牛
に
対
す
る
「
育
成
牛
預
託
助
成
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

■
林
業
振
興

薪
フ
ェ
ス
タ
や
森
林

の
恵
み
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
植
樹
祭
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
し
て
、
森
林
保

全
と
森
林
の
恵
み
を
日
常
生
活
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

団
地
化
に
よ
る
森
林
整
備
と
作
業
路
の

開
設
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
伐
採
跡
地

へ
の
再
造
林
や
間
伐
材
の
搬
出
助
成
な
ど

町
独
自
の
支
援
策
も
継
続
し
、
集
成
材
加

工
を
中
心
と
し
て
町
産
カ
ラ
マ
ツ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
流
通
拡
大
に
も
努
め
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

「
ま
ち
な
か
活

性
化
協
議
会
」
に
よ
る
中
心
部
へ
の
集
客

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
産
地
消
の
商
品

開
発
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
中
心
市
街

地
の
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
第
十
二
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

■
交
通
安
全
・
防
犯

交
通
指
導
隊

を
中
心
に
事
故
防
止
の
推
進
と
、
防
犯
指

導
隊
等
と
連
携
を
密
に
し
、
安
全
安
心
な

町
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
処
理

資
源
の
有
効

利
用
の
観
点
か
ら
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
と
資
源
化
、
減
量
化
の
推
進
に
努
め
、

特
に
も
古
紙
類
の
分
別
、
買
い
物
マ
イ
バ

ッ
ク
運
動
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
不
法
投
棄
に
対
す
る
町

民
総
監
視
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

平

成
二
十
年
度
は
特
に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
利

用
拡
大
を
目
指
し
、
支
援
策
を
強
化
し
ま

す
。■

農
業
全
般

経
営
感
覚
に
優
れ
た
経

営
体
や
担
い
手
を
引
き
続
き
育
成
す
る
と

と
も
に
、
主
業
型
農
家
及
び
小
規
模
・
兼

業
農
家
が
役
割
分
担
し
、
農
業
の
経
営
が

動
を
進
め
ま
す
。

■
青
少
年
育
成

青
少
年
育
成
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
と
連
携
を
図
り
、
地
域
の
教

育
力
の
向
上
と
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
子
ど
も
長
期
自
然
体
験
村
・
ス

ノ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
２
０
０
９
」
へ
の

支
援
や「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
・
指
導
者
養

成
研
修
」
な
ど
を
実
施
し
、
人
間
性
豊
か

な
青
少
年
を
育
む
場
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

■
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
、
地
区
体
育
振

興
会
の
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
普
及
振
興
を
図
り

ま
す
。

■
芸
術
文
化
の
振
興

文
化
事
業
の

充
実
、
活
動
成
果
発
表
の
場
の
拡
充
や
芸

術
・
文
化
団
体
の
活
性
化
支
援
に
努
め
ま

す
。

ま
た
、
俳
句
で
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
俳
句
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

■
国
・
県
道
整
備

国
道
281
号
の
堀

の
内
橋
歩
道
整
備
は
、
平
成
二
十
年
度
に

完
成
す
る
見
込
み
で
、
江
刈
川
地
区
県
単

道
路
歩
行
環
境
整
備
事
業
の
継
続
、
堀
の

内
茶
屋
場
区
間
の
流
雪
溝
修
繕
、
国
道
340

号
の
国
境
大
峠
区
間
の
舗
装
修
繕
、
主
要

地
方
道
一
戸
鐚
巻
線
の
県
単
道
路
災
害
防

除
工
事
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
町
道

新
規
に
七
滝
線
、
松
ヶ
沢
線

の
整
備
に
着
工
し
ま
す
。
根
地
戸
線
は
継

続
し
て
工
事
を
進
め
、
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
田
子
星
野
線
は
、
工
法
等
を
引

き
続
き
検
討
し
ま
す
。

■
災
害
復
旧

県
及
び
町
と
も
に
18
年

災
の
災
害
復
旧
工
事
が
全
て
発
注
と
な

り
、
二
十
年
度
内
に
完
了
す
る
見
込
み
で

す
。ま

た
、
19
年
災
の
災
害
復
旧
工
事
は
、

馬
淵
川
二
箇
所
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
地
域
情
報
化
の
推
進

昨
年
四
月

か
ら
地
域
情
報
化
に
つ
い
て
調
査
研
究
が

進
め
ら
れ
、
十
二
月
に
成
果
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
、
今
後
は
、
調
査
研
究
成
果
を
も

と
に
、
情
報
化
基
盤
の
土
台
と
な
る
公
共

施
設
間
を
光
フ
ァ
イ
バ
網
で
接
続
す
る
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
、
行
政
情
報
・

防
災
情
報
な
ど
を
屋
外
で
音
声
に
よ
り
告

知
す
る
拡
声
装
置
の
整
備
な
ど
を
推
進

し
、
地
域
情
報
化
の
格
差
是
正
に
努
め
ま
す
。

■
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大

現

在
、
小
屋
瀬
、
元
木
地
区
及
び
冬
部
地
区

に
お
い
て
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
も
通
信
事

業
者
単
独
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、引
き
続
き
エ
リ
ア
拡
大
に
努
め
ま
す
。

■
住
民
参
画
の
推
進

地
域
で
助
け

合
う
「
結
い
」
の
再
生
を
事
業
の
柱
に
、

ひ
と
・
地
域
・
ま
ち
の
魅
力
を
一
層
高
め

る
自
主
的
・
主
体
的
な
活
動
の
支
援
に
努

め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地
域
担
当
職

員
に
よ
る
行
政
情
報
の
提
供
、
審
議
会
等

へ
の
公
募
枠
の
設
置
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
画
機
会
の
拡
充
を
図
り
、
地
域
と
行
政

の
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

■
情
報
の
共
有

四
月
か
ら
三
年
間
、

住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
を
無
料
化
し
、

住
基
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
二
月
に
更
新
、
よ
り
一
層
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政

事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
昼
休

み
の
窓
口
の
対
応
、
窓
口
延
長
に
つ
い
て

も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

環
境
を
守
り
育
て
る

ま
ち
づ
く
り

重点施策
縱

交
流
を
広
げ
、
誇
り
を
も
っ
て

情
報
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り

重点施策
縋

資
源
を
生
か
し
た
産
業
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

重点施策
縟

人
と
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

重点施策
縉

△薪フェスタで間伐材を運ぶ児童
▽森林の恵みフォーラムでにぎわう鐚巻駅構内

△黛まどかさんと父親の執さんを迎えて行われた俳句
コンテスト表彰式（昨年）▽19年度から繰り越し事
業となった茶屋場裏の災害工事現場

協
働
のま

ち
づ
く
り

重点施策
縢


